
わたしたちは、日々、
無意識のうちに建築に
その「マージナリア（余
白）」を感じています。
それをひとたび意識化
することで、建築を新
しい視点から捉える
ことができるのではな
いでしょうか。そのた
めに今一度、建築を
人間の「行為論」とし
て、また、人間の「意
識の問題」として論じ
る、そのような論法
が求められるでしょ
う。本研究フォーラム
は、平成 28 年度科
学研究費助成事業「大
学における「アート・
リソース」の活用に関
する総合的研究」（研
究代表者：五十殿利
治　筑 波 大学 教 授）
の一貫として実施し、
慶應義塾大学ゆかり
の建築、さらに近現
代建築へと視野を広
げ、専門の異なる立
場からこの問題を多
角的に検討したいと
思います。

後
藤 

文
子
（
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
准
教
授
、
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
副
所
長
）

〈
窓
辺
〉
考 ―

―
 

植
物
写
真
と
近
代
建
築

新 

良
太
（
写
真
家
）

〈
建
築×

写
真
〉
の
ポ
イ
エ
ー
シ
ス

徳
永 

雄
太
（
建
築
倉
庫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
）

m
odel for w

hat 

〜 

建
築
模
型
の
さ
ま
ざ
ま
な
在
り
方
〜

森
山 

緑
（
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
所
員
）

建
築
の
あ
る
環
境
的
空
間 ―

―
 

秋
田
県
羽
後
町
田
代
、
里
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

松
谷 

芙
美
（
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
所
員
、
元
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
研
究
員
）

建
築
研
究
と
写
真 ―

―
 

明
治
宮
殿
を
中
心
に

主催：科学研究費基盤研究（Ａ）
　　　「大学における「アート・リソース」の
　　　活用に関する総合的研究」
共催：慶應義塾大学アート・センター
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